













他特別の思索を練磨 臨機応変に対応する才能を発揮する点において全く偶然によって勝敗の決するものとは異なるのは当然である。しかし、人の思考力は常に一定というわけ はなく、身体や精神状況そ 他外界の有形無形の影響を受け、平静を保つことができないこと 往々にしてある。そのため、能 を発揮できず、相手に好手を許し虚しく嘆く もあ 。力の差が歴然と いて 勝敗が事前に予測 るようなときは、賭けに当たらないことは ちろんあるが、技量に差がある場合は、先手、井目（セイモク＝はじめ 黒石 九個置いて打つハンディ戦のこと）その他の方法で棋力を同等にして黒白を闘わせるので、そのような場合はなお偶然によって勝敗が決するも と言わなければならない。 （原文は文語文）──
碁好きならば、この判決文を読んでニヤリと
するはずである。おそらく れを書いた裁判官も、よほどの碁好きだったのだろう。裁判所昼休み、裁判官室で碁盤を囲んでいる姿が目に浮かぶ。それにしても、最近はこ よう 面白い判決文が少なくなったよう 思う。
 （園田寿）
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